
大事故
１件

ヒヤリ・ハット（事故未満）
３００件

腸管出血性大腸菌食中毒と感染症

ハインリッヒの法則

大きな報道

小さな報道

食肉・内臓の生食
加熱不十分、不衛生な摂取

非加熱食品の二次汚染
人⇒人、人⇒食品⇒人感染、

その他

集団発生
共通食品

・食品衛生法（食中毒）
・感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律（感染症予防法）

個発
原因食品不明

原因不明

2000年～2010年の平均値

食中毒患者数 ２４７人

感染症報告数 ３８４５人

食中毒

小さな事故
２９件

感染症報告数
・有症者
・健康保菌者

１件の大きな事故の裏には、２９件の小さな事故、そして300件のヒヤリ・ハット（事故には至らなかったも
ののヒヤリとした、ハッとした事例）があるとされる。この経験則をハインリッヒの法則という。


